
令和５年５月臨時会（第３回）

令和５年６月定例会（第４回）

　  

次の議会定例会は、９月６日開会予定です。
傍聴などについてのお問合わせは、議会事務
局にお気軽にお尋ねください。
　電話　０９８４－４２－５１３８（直通）

※議会傍聴をしてみませんか。
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　お世話になります。小さな声、女性の声、あなたの

声を町政につなぐ架け橋になりたく議員を務めさせて

いただいております。

　先日の議会で町民の皆様の

声を町政に届けました。町民

の皆様の力になるように一生

懸命に頑張ります。動きます。

話し方は下手ですが聞くこと

は好きです。気軽に声をかけ

てくださいね。一緒に語らい

ましょう。

　明日を担う子どもたちの為

に、地域の為にみんなの笑顔

があふれるまちづくりをしま

す。

　みなさんのお力をお借りし

ながら頑張って参ります。

　よろしくお願いします。

岩 元　礼 子

　早いもので３期目、副

議長からスタートさせて

いただくこととなりまし

た。

　町が抱えている課題に

対して各種提言を続け変

革を促して参りましたが、

一部の人間が精神論で解

決しようとする傾向に終

始した挙句、現状抱えて

いる大きな課題は改善どころかむしろ悪化の一途をた

どって参りました。

　当事者が自らの変革を拒み続けてきた結果であると

存じます。

　議会においても、構成員それぞれが解決困難な課題

から目をそらさず、論理的思考をもって取り組んでゆ

くことが重要です。

　各議員の日頃の働きを、どうぞ皆さんの視点で４年

間監視してみてください。そして、疑問があれば是非

話しかけてみてください。解決の糸口があっさり見付

かるかもしれません。

副議長　陣　　圭 介

　私ども町議会も随分と若返り、

また、女性議員が入ったことに

よりこれまでになく明るくはつ

らつとした町議会に生まれ変わ

りました。

　５月１日の臨時議会、そして

初めての定例会に臨み、一般質

問も全議員が登壇、その他の委員会等においても発言

が相次ぎ今後が大いに期待されるところです。

　そのような中、病院の全床休床や小中一貫教育に伴

う新校舎建設の延期という大きな問題に直面していま

す。これらは医師不足や財政難が大きな要因ですが、

大きな疑問も残ります。いずれにせよ当局には将来に

わたって健全な行政運営が取り戻せるよう最大限の努

力をして頂かなければなりません。私たち町議会もし

っかりと注視しながら、車の両輪として機能していく

ように努力して参ります。

　今後は議会報告会や、意見交換会も趣向を凝らしな

がら順次開催して参りたいと考えており

ますので、町民の皆様も温かいお心で見

守って頂きますようお願い致します。

50
年
前

議 長　前 原　淳 一

①議長

②釣り・ゴルフ…最近はどちらも行けてない

③森林浴、ぬるま湯でゆったりとすること

　

①文教厚生常任委員会　委員

②手話・K-ＰＯＰ・うたごえ・フラダンス・

　ガーデニング・ベーコン作り・平和活動

③推し活（今は、男子新体操を応援しています。）

　何でもいいです、元気が出ますよ。

　議員になって、早２ヵ月。日々、

新鮮な驚きと学びがあります。

“何よりも平和を！”憲法を生か

して、誰もが自分らしく暮らせる

社会を。

　町民目線で、皆さんの声に耳

を傾け、活動していきたいと思

います。

　１９７１年、亥年生まれ、上

麓区霧島団地前に住んでいま

す。夫と猫５匹と住んでいま

すが、平日はほとんど、出口

の職場（保育園）にいます。子どもたちの笑顔が元気

の源です。手話は、平成１７年から、勉強しています。

いつでも、受講できます。ご一緒にいかがですか？

　議員の仕事、議会を身近に感じて

いただけるように、発信し続けてい

きます。よろしくお願いします。

西 嶋　陽 代

①副議長

役職就任挨拶及び自己紹介役職就任挨拶及び自己紹介

①総務経済常任委員会　委員

②ドライブ

③自転車競技を見に行きませんか。
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役職就任挨拶及び自己紹介役職就任挨拶及び自己紹介

福 澤　卓 志

　多くの皆様に御支持いただき、

２期目を迎えることができまし

た。１期目は、新型コロナウイ

ルスの影響を受けた４年間でし

たが、多くの気付きと学びを得

ながら、少しでも町が良くなる

ように取り組んで参りました。

　全戸配布はしておりませんが、

個人的に町政報告を作成しポスティングにて自分の考

えや取り組みについてご紹介しながら、町政への関心

や機運を高め、より良い町になるよう願い行脚させて

いただきました。

　次の４年間は、今まで以上に高原町の諸課題に対し

議員という立場から真摯に向き

合い、議員活動・議会活動に取

り組みながら、皆様のご意見や

要望などを町政に届ける役目も

果たして参ります。引き続き

よろしくお願いいたします。

①総務経済常任委員会　委員

②弓道、アマチュア無線、読書

③月刊致知、あずきバー

末 永 　　充

　皆様に温かいご支援をいただきな

がら二期目の高原町議会議員として

地域に密着した活動に取組んでいま

す。

　心より感謝申し上げます。

　高原町は素晴らしい環境のもと

立地条件にも恵まれております。

産業を発展させ、新しい教育環境

などを整備するチャンスです。

高原町をさらに住みやすくするた

めに、貴重な意見や考えをもって

いる方々がたくさんおられると実

感しています。

　これからも、皆さんの声をしっ

かりお聞きしながら、

活動に全力投球で努め

て参ります。今後とも

よろしくお願いいたし

ます。

①総務経済常任委員会　委員長

②登山・ゴルフ・ツーリング

③高千穂峰山頂の天の逆鉾と高原町祓川の湧水

　がおすすめです。

外 村 　　仁

　１期目の外村仁です。昭和６１年２月中平区に生を

受け、狭野小学校→高原中学校→都城工業高等専門学

校機械工学科（＋専攻科機械電気工学専攻）→日立プ

ラズマディスプレイ（株）→日鉄テックスエンジ（株）

と進み、令和４年４月から中平にて農家＋αをやろう

と決意し、後継者として戻って参りました。

　結果的には町議会議員になるために戻ってきたよう

な感じになりましたが、当選したからには町民の皆様

のお役に立ち、　　　　　　明るく元気な高原町にな

るように当局と　　　　　　　協力しながら頑張って

参ります。　　　　　　　　まずは顔と名前を覚えて

いただき、　　　　　　　　見かけた際には気兼ねな

く困りごと　　　　　　　　等の相談をお願いします。

　

①総務経済常任委員会　副委員長

②強いてあげるとするならば、面白便利グッズ

　を見つける事、歌が上手い（と言われる）

③なかでら橋からの霧島連山の景色
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山 下　香 織

　２６歳の時に東京から高原町へ帰ってきてあれよあ

れよと気付けば４０代(笑)。独身貴族でこっそりと生

きて行こうと思っていたのに、犬猫（動物）の問題が

放っておけずにドップリハマってしまいました。そし

て、犬猫の活動の中で色々な事があり、たかが動物と

思われるかもしれませんが、その先にはとても奥の深

い問題がある事も知り、今のままではダメだと感じ何

かを変えるには自分の立ち位置を変えなければならな

いと実感して今回一歩踏み出しました！

　優しく楽しい方が本当に多い高原町なので広く知っ

て貰わないと勿体無い‼これから絶対盛り上がりま

す‼　　　　　　その為に皆様と力を合わせたい‼
　　　　　　　　　これからよろしくお願いします。

①文教厚生常任委員会　副委員長

②旅行…最近は全く行けてないです

③朝晩のお散歩の時に顔をあげて笑って景色見た

　ら気持ちいいので心が洗われてストレス解消
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　議員になり２ヶ月が過ぎようとし

ています。町民の皆様から寄せられ

る御意見・要望に接し、高原町が抱

える諸問題に対する議員としての職

責の重さを日々感じているところで

す。

　未来における高原町の在り方を

思い描き、今何をすべきか、しっ

かり見極め議会に臨みたいと思っ

ています。

　まだまだ議員として未熟ですが、町民の皆様の意見

を議会の場へ届けるべく邁進したいと思います。

　どうぞよろしくお願い致します。

郡 山　貞 利温 水　宜 昭

　私は令和５年５月の議員改選により、高原町監査委

員（議選委員）に選任され、責任の重さを痛感しなが

ら、高原町監査条例や高原町監査基準を遵守し、業務

遂行に努めて参りたいと思います。

　また、過去４年間の議員活動を踏まえ、様々な課題

解消への取り組みの検証を行いながら、より住みやす

　　　　　　　　　　い地域作りに向けての一助とな

　　　　　　　　　　れるよう努めていきたいと思い

　　　　　　　　　　ますので、町民各位のご意見等

　　　　　　　　　　を是非お聞かせ下さい。

役職就任挨拶及び自己紹介役職就任挨拶及び自己紹介
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①文教厚生常任委員会　委員長

②スポーツ観戦、釣り

③京風もつ鍋

①監査委員

②スポーツ鑑賞、加工食品（そば・ちまき他）

　の製造

・臨時会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5/1 会期 1日間

・定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6/14～ 6/20会期７日間

・議会運営委員会・・・・・・・・・・・・・・・・３回（5/1・6/9・6/19）

・総務経済常任委員会・・・・・・・・・・・・・３回（6/16・6/19・7/3）

・文教厚生常任委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・２回（6/19・7/4）

・全員協議会・・・・・・・・・・・・５回（5/1・5/22・6/9・6/19・7/3）

・一般会計予算・決算常任委員会・・・・・・・・・・・２回（6/16・6/19）　

・議会だより編集委員会・・・・・・５回（6/9・6/20・6/27・7/3・7/6）　　

議会の動き議会の動き
（5月1日～7月7日）（5月1日～7月7日）
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第３回 臨時会（令和５年５月１日）５月臨時会のあらまし

第４回 定例会（令和５年６月１４日〜２０日）６月定例会のあらまし

　議会構成の選任や承認４件、議案２件、同意１件、発議１件が提案され、
審議しました。

　報告３件、同意７件、議案４件、請願１件、発議２件が提案され、審議し
ました。

○議会構成については、P４にてご報告いたしております。

○低所得の子育て世帯生活支援特別給付金事業・・・・・事業費５０４万４千円
　＊１８歳未満の児童・生徒１人につき５万円を給付するもの

○強い農業づくり総合支援交付金事業・・・・・・事業費２億５８４７万７千円
　＊作業効率化、加工製品の安定供給を目的とした農産物処理加工施設整備に対する補助
　　金として

○新型コロナウイルス感染症対策事業・・・・・・・・・事業費４，８８９万８千円
　＊住民税非課税世帯等に１世帯当たり３万円を給付するもの

○飼料・資材等価格高騰影響を受ける酪農家を支援する事業・・事業費５４３万４千円

○市場活性化及び繁殖基盤維持・強化を支援する事業・・・・・・事業費６００万円
　＊６月セリ市導入の優良繁殖雌牛から助成対象となるもの

○商工業振興事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事業費２６２万円
　＊定期的な「夜市」イベント開催に要する経費として

○キャッシュレス促進事業・消費拡大事業・・・・・・・・・事業費２，７６９万円

○プレミアム付き商品券発行事業・・・・・・・・・・・事業費２，７６１万６千円

○自然公園等総合整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・事業費９６０万円

○公営住宅等長寿命化計画事業・・・・・・・・・・・・・・事業費６０９万９千円

○教育振興事業・施設整備等・・・・・・・・・・・・・・・事業費１，８００万円
　＊町内６校に対し、１校当たり３００万円の寄附金を活用するもの

○自治公民館備品整備等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事業費５００万円
　＊町内２ヶ所に対し、１ヶ所当たり２５０万円の経費として

歳入歳出　　１億７，３０５万８千円（追加）
補正総額　６４億６，４５９万３千円

主 な 内 容
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　令和５年度６月定例会に上程された上記の２つの議案は、議会で否決されました。
今回提案された議案の背景は、高原町立病院の常勤医師が１名になり、医療サービスの充足は
もとより入院患者等の受け入れが厳しくなることなどの影響から、収入減少に伴う病院経営の
悪化から波及する町政全体への影響を鑑み、町長・副町長・教育長・課長級職員の給与を減額
するもの。

　　令和５年７月１日から令和６年３月３１日までの間に支給する給与の月額を
　　　⇒ 町長給与「１００分の３０」減、　副町長・教育長「１００分の２５」減、
　  　 ⇒ 課長級（管理職）職員「１００分の３」減額する提案がされました。

　各議員から「責任の取り方は給与減額ではなく町政の健全化をして欲しい」
「基本的な問題解決にならない」「パフォーマンスにすぎないのでは」などの
意見や討論がありました。　　　　　　　　　

「町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例」
 並びに「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
 る条例」について

こおりやま　のぶとし

いりき　   しんいち

やまもと　  ひろし

かとう　  まさひろ

へきぞの　  ひろこ

したむら　けんいち

さとう　   てつお

※任期は、令和５年７月２０日から令和８年７月１９日までの３年間です。

・農業委員７名の選任について同意しました。
郡　山　信　敏さん（川平地区）

入　木　真　一さん（上後川内地区）

山　元　啓　嗣さん（並木地区）

加　藤　正　博さん（小塚地区）

邊木園　浩　子さん（出口地区）

下　村　健　一さん（上後川内地区）

佐　藤　哲　夫さん（西広原地区）

●人事案件（同意２号～同意８号）

表決が分かれた議案の議員別賛否一覧　令和５年　第４回定例会　議決結果（内容）

⑥
外
村
　
　
仁

⑨
陣
　
　
圭
介

⑧
山
下
　
香
織

④
温
水
　
宜
昭

②
岩
元
　
礼
子

⑦
郡
山
　
貞
利

①
西
嶋
　
陽
代

③
福
澤
　
卓
志

⑤
末
永
　
　
充

⑩
前
原
　
淳
一

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第35号

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第36号

−●●●●○●●●●

−●●●●●●●●●

否
決

否
決

※議会の様子はYoutubeのアーカイブよりご覧ください→

よろしくお願いします。



「公共施設の在り方検討特別委員会」を設置しました。
（設置期間　令和５年６月２０日から調査研究終了まで）

　高原町議会においては、これまで、町民が必要とするサービスを効率的・持続的に提供でき
るよう、高原病院や庁舎をはじめ、学校施設等の在り方等について「公共施設の在り方検討特
別委員会」を立ち上げ調査研究を行って参りました。
　この特別委員会については本年４月３０日に議員の任期満了に伴い自動消滅いたしましたの
で、改選後の新体制においても引き続き　「公共施設の在り方検討特別委員会」を設置するも
のです。
　現在、当局においては、「公共施設等整備の基本方針」を定め、小学校の建設を先に進め、
役場庁舎・中央公民館・保育所・体育館について計画的に整備を進めることとしています。
　しかしながら、高原病院においては、医師不足等により、経営改善の兆しが見えず、一般会
計からの高原病院への多額の基準外繰入が続いており、町財政にも大きな影響を与えているこ
とから公共施設の計画的な整備の見通しがたたないとの説明も受けております。
　このような状況を踏まえ、議会においては、町民が必要とするサービスを効率的・持続的に
提供できるよう、高原病院や庁舎をはじめ、学校施設等の在り方等について、調査研究を行う
こととするものです。

意見書の全文を掲載いたします。

　我が国の森林は国土の７割を占め、地球温暖化防止や国土保全、水源涵養等の公益的機能を
有しており、国民全体に様々な恩恵をもたらしている。
これらの機能を十全に果たすべく、間伐などの森林整備を着実に実施していくための財源とし
て令和元年度に森林環境譲与税が創設された。
　現在、地方公共団体では、森林経営管理制度等に基づき、管理が行き届いていない森林の整
備のため、森林所有者への意向調査等に取り組んでいるが、所有者不明や境界未確定森林の存
在、担い手の不足等により、想定以上のコストがかかっているところ。
　また、近年多発する豪雨によって起こる土砂崩れや洪水、浸水といった下流部の都市住民に
も被害が及ぶ災害から国民を守るためには、様々な課題に対応した森林管理を進めていくこと
が必須となっている。
　こうした山間部における様々な課題に早急に対応し、森林整備や人材育成・担い手確保とい
った取組を今後本格化させていくには、多くの森林を抱える我が高原町では、今の譲与基準の
ままでは森林整備の費用に不足が見込まれ、更なる財源が必要となっている。

　　　・・・・・・・・・・・・・・・提出理由として・・・・・・・・・・・・・・・

　森林の多い市町村が必要な森林整備をより一層推進することができるよう、譲与基準を見直
すこと。

「森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書」が
高原町議会として発議され、議会で審議可決、政府へ提出
しました。

　付託された総務経済常任委員会では、「趣旨採択」と決定。政府に対し意見書の提出は行わ
ない事が報告されました。

「日本政府に核兵器禁止条約の署名、批准を求める意見書
提出について」の請願書が提出され、審議しました。

07　議会だより　たちばな　



7

●
防
災

問　
１
時
間
雨
量
が
50
㎜
を
超
え
た
短
時

間
豪
雨
の
日
数
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
２
日
、
令
和
２
年
度

と
平
成
27
年
度
は
１
日
。

問　
１
日
の
降
水
量
が
１
０
０
㎜
以
上
と

な
っ
た
日
数
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
５
日
、
令
和
３
、
２

年
度
と
平
成
30
年
度
は
９
日
、
元
年
度
は
、

２
日
。

問　
関
係
機
関
と
の
検
討
は
。

答　
大
淀
川
流
域
治
水
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
樹
木
伐
採
や
河
道
掘
削
を
実
施
し
て

い
る
。

問　
山
肌
が
露
出
し
て
い
る
が
再
造
林
率

は
。

答　
令
和
４
年
度
は
、
70
・
９
㌶
伐
採
、

14
・
５
㌶
再
造
林
し
、
再
造
林
率
は
20
・

５
％
で
あ
る
。　
　

問　
町
民
体
育
館
の
裏
を
流
れ
る
高
千
穂

用
水
路
は
、
土
砂
崩
壊
防
止
の
改
良
工
事

が
必
要
で
あ
り
対
策
は
。

　
　 防

災
対
策
と
公
共
施
設
に
つ
い
て

防
災
対
策
と
公
共
施
設
に
つ
い
て

動
物
愛
護
に
つ
い
て

動
物
愛
護
に
つ
い
て

答　
町
が
主
体
と
な
っ
て
協
議
を
重
ね
国

や
県
と
取
り
組
む
。　

●
公
共
施
設

問　
老
朽
化
状
況
を
把
握
し
、
計
画
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
が
。　

答　
令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
高
原
町
公

共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に
よ
る
と
、
全

般
的
に
築
30
年
以
上
経
過
し
劣
化
し
て
い

る
。
年
次
的
に
改
修
を
お
こ
な
う
。

問　
病
院
医
師
住
宅
の
状
況
は
。

答　
４
箇
所
あ
り
２
箇
所
は
、
10
年
余
り

利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
計
画
は
な

い
が
売
却
の
可
能
性
も
あ
る
。

問　
公
共
施
設
の
在
り
方
や
再
編
整
備
の

計
画
は
。

答　
状
況
を
み
て
進
め
て
い
く
。

問　
学
校
統
合
の
必
要
性
と
統
合
に
関
わ

る
学
校
建
設
の
予
定
は
。

答　
学
校
統
合
は
、
令
和
８
年
に
行
う
が

学
校
建
設
は
目
途
が
た
た
な
い
。
住
民
説

明
会
を
７
月
〜
８
月
に
実
施
す
る
。

●
動
物
愛
護
対
策

問　
飼
い
主
の
分
か
ら
な
い
猫
へ
の
対
応

は
。

答　
悪
質
な
も
の
は
通
報
す
る
な
ど
し
て

対
応
。
猫
の
不
妊
手
術
助
成
金
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
県
内
他
自
治
体
の
制
度
を
調
査

す
る
。

問　
飼
い
主
の
高
齢
化
が
問
題
だ
が
。

答　
万
が
一
飼
え
な
く
な
っ
た
時
の
引
き

取
り
先
を
決
め
て
も
ら
う
よ
う
、
周
知
文

書
の
回
覧
を
検
討
。

問　
動
物
虐
待
へ
の
対
応
は
。

答　
保
健
所
や
警
察
、
福
祉
部
門
等
と
も

連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

●
情
報
周
知

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
分
か
り
づ
ら
い
が
。

答　
全
職
員
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

更
新
の
徹
底
を
通
知
。
検
索
し
や
す
い
情

報
発
信
に
努
め
る
。

問　
新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用

が
で
き
な
い
か
。

答　
有
効
性
を
見
極
め
な
が
ら
本
町
に
興

味
を
持
っ
て
貰
え
る
も
の
を
検
討
・
検
証

し
て
い
く
。

問　
人
口
増
加
の
対
策
は
。

答　
高
原
Ｐ
Ｒ
係
を
開
設
。
移
住
先
と
し

て
選
択
さ
れ
る
よ
う
、
厳
し
い
財
政
の
中

で
も
創
意
工
夫
を
も
っ
て
移
住
定
住
支
援

の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

問　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
有
効
性
は
。

答　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
結
果
報
告
を

行
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
町
民
の
目
に
届

く
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

●
ゴ
ミ
問
題

問　
ゴ
ミ
の
分
別
の
必
要
性
は
。

答　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
に
関
し

て
は
平
成
29
年
度
よ
り
緩
和
。
庭
で
ゴ
ミ

を
燃
や
し
て
し
ま
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

悪
質
な
も
の
は
警
察
へ
通
報
す
る
な
ど
し

て
対
応
。

問　
ゴ
ミ
処
理
を
都
城
市
に
委
託
で
き
な

い
か
。

答　
県
廃
棄
物
処
理
計
画
に
て
本
町
は
西

諸
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
し
て
お
り
、
他
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
な
い
。

▲一刻も早い整備が必要
　な高千穂用水路

▲不妊手術を短期間で
　することの有効性

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

山下　香織議員
やました　   かおり

ここが聞きたい　　　Q&A
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●
施
設
整
備

問
　
町
内
全
て
の
施
設
ト
イ
レ
を
洋
式
化

す
べ
き
。

答　
年
次
的
に
洋
式
化
に
努
め
て
い
る
。

問
（
和
式
し
か
な
い
）
未
整
備
場
所
は
。

答　
町
管
理
施
設
７
、
体
育
館
４
、
地
区

公
民
館
１
、
総
合
運
動
公
園
１
、
ト
イ
レ

が
な
い
施
設
１
ヵ
所
。

●
教
育
行
政

問
　
統
廃
合
前
に
、
高
原
中
・
小
に
通
わ

せ
た
い
保
護
者
は
。

答　
３
名
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

指
定
学
校
に
通
っ
て
い
る
。

問
　
財
政
が
厳
し
い
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

た
校
舎
を
建
設
し
な
い
の
か
。

答　
統
合
に
つ
い
て
は
進
め
て
い
く
が
、

７
〜
８
月
に
町
民
へ
説
明
し
て
決
断
す
る
。

問
　
子
ど
も
議
員
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た

学
習
机
拡
張
板
の
導
入
は
。

答　
令
和
４
年
度
に
全
児
童
導
入
済
、
今

本
町
全
て
の
施
設
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
要
望
す
る

本
町
全
て
の
施
設
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
要
望
す
る

畜
産
農
家
へ
の
支
援
を

畜
産
農
家
へ
の
支
援
を

月
（
６
月
）
中
に
全
生
徒
導
入
予
定
。

問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
数
は
。

答　
小
学
生
０
名
、
中
学
生
３
名
。

問
　
対
応
は
。

答　
適
応
指
導
教
室
（
ひ
む
か
学
級
）
を

通
し
て
支
援
し
て
い
る
。

●
園
芸
振
興

問
　
園
芸
農
家
支
援
事
業
の
成
果
は
。

答　
被
覆
資
材
支
援
が
多
い
が
、
令
和
３

年
度
は
18
件
、
令
和
４
年
度
は
33
件
の
支

援
、
新
た
に
園
芸
を
開
始
さ
れ
た
方
は
１

件
。

問
　
物
価
高
・
原
油
価
格
高
騰
へ
の
柔
軟

な
対
応
を
。

答　
中
古
機
械
や
ハ
ウ
ス
導
入
に
は
客
観

的
な
価
格
や
対
応
年
数
な
ど
の
妥
当
性
が

必
要
。

●
水
道
行
政

問
　
災
害
か
ら
の
復
旧
状
況
は
。

答　
８
月
中
旬
の
完
全
復
旧
を
目
指
す
。

問
　
災
害
復
旧
や
施
設
等
更
新
対
応
の
た

め
に
は
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
必
要
で

は
。

答　
値
上
げ
は
し
な
い
。

●
畜
産

問
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
世
界
情

勢
の
悪
化
に
よ
り
エ
サ
代
、
畜
産
資
材
等

の
高
騰
に
よ
る
厳
し
い
経
営
の
畜
産
農
家

へ
の
支
援
や
対
策
に
つ
い
て
。

答　
子
牛
価
格
の
下
落
、
枝
肉
相
場
の
低

迷
、
牛
乳
消
費
の
減
退
等
の
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状
況
を
乗
り

切
る
た
め
に
、
肥
育
農
家
に
は
「
肥
育
農

家
導
入
支
援
対
策
事
業
」
繁
殖
農
家
に
は

「
繁
殖
農
家
導
入
支
援
緊
急
対
策
事
業
補

助
金
」
酪
農
家
に
は
「
高
原
町
酪
農
経
営

緊
急
対
策
支
援
事
業
」を
措
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
厳
し
い
状
況
の
時
に
こ
そ
農
家
を

支
え
信
頼
さ
れ
る
職
員
が
必
要
で
あ
る
た

め
に
技
術
や
知
識
の
向
上
を
図
り
本
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る

畜
産
業
を
守
っ

て
い
き
た
い
。

●
施
設
整
備

問
　
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て答　
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
緊
急

性
を
考
慮
し
て
環
境
整
備
を
し
て
い
く
。

運
動
公
園
の
階
段
手
す
り
の
設
置
は
今
後

協
議
検
討
す
る
。
選
挙
時
の
投
票
所
の
土

足
化
、
環
境
づ
く
り
は
公
民
館
の
施
設
管

理
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

●
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト

問
　
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
の
数
は
。

答　
本
町
の
人
数
実
態
は
把
握
し
て
い
な

い
。
相
談
が
あ
っ
た
ら
関
係
機
関
と
連
携

し
て
個
々
の
支
援
を
し
て
い
く
。

「
と
て
も
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
だ
。一
人

も
と
り
残
さ
れ
ぬ
様
支
援
を
望
む
。
」

●
安
全
対
策

問
　
自
転
車
乗
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力

義
務
に
つ
い
て
。

答　
安
全
の
た
め
に
、
着
用
の
啓
発
、
周

知
に
努
め
る
。

「
宮
崎
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
で
着
用
の
努
力

義
務
等
が

規
定
さ
れ

て
い
る
。　

岩元　礼子議員
いわもと　  れいこ

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

ここが聞きたい　　　Q&A
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け
て
お
り
、
外
国
産
。
政
府
の
基
準
で
成

分
に
問
題
は
な
い
。

●
防
災
対
策

問
　
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て
。
防
災
放

送
が
聞
こ
え
な
い
、
と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
は
あ
る
か
。
そ
れ
に
対
し
て
ど
ん
な
対

応
を
し
て
い
る
か
。

答　
放
送
し
た
後
、
１
，
２
件
は
苦
情
、

確
認
の
電
話
が
あ
る
。
全
部
を
網
羅
し
て

い
な
い
が
、
メ
ー
ル
登
録
の
案
内
を
し
、

緊
急
・
火
災
の
時
に
は
、
大
音
量
に
し
て

い
る
。

問
　
各
家
庭
に
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
が
必

要
で
は
。
　

答　
令
和
13
年
に
は
、
今
の
個
別
受
信
機

の
更
新
を
迎
え
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
、

高
齢
者
・
希
望
す
る
世
帯
に
配
布
し
た
い
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
。

答　
全
職
員
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

・
更
新
を
指
示
す
る
。

●
核
兵
器
禁
止
条
例

問
　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
は
。

答　
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

に
つ
い
て
は
、
国
の
統
治
行
為
と
理
解
し

て
い
る
の
で
、
個
人
・
公
人
と
し
て
の
答

弁
は
差
し
控
え
る
。
核
兵
器
廃
絶
を
私
と

し
て
は
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

●
学
校
給
食

問
　
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
で
き

な
い
の
か
。

答　
考
え
は
な
い
。

問
　
給
食
の
パ
ン
に
つ
い
て
、
輸
入
小
麦

の
ほ
と
ん
ど
の
物
か
ら
、
残
留
農
薬
の
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う

情
報
が
あ
る
。
今
、
使
わ
れ
て
い
る
小
麦

粉
に
つ
い
て
、
産
地
及
び
、
成
分
検
査
は

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
。
高
原
町
産
の
小

麦
を
利
用
で
き
な
い
か
。

答　
宮
崎
県
学
校
給
食
会
か
ら
提
供
を
受

公
文
書
の
正
確
性
に
万
全
を
期
す

公
文
書
の
正
確
性
に
万
全
を
期
す

平
和
に
つ
い
て

平
和
に
つ
い
て゚

●
公
文
書
管
理

問
　
公
文
書
の
正
確
性
向
上
の
た
め
に
進

め
て
き
た
取
組
は
。

答　
決
裁
を
受
け
る
際
の
統
一
ル
ー
ル
を

明
確
化
し
た
。

問
　
文
書
取
扱
規
定
を
適
正
に
見
直
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

答　
国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
時
代
の

流
れ
の
中
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
町
も
文

書
の
正
確
性
、
公
平
性
に
つ
き
十
分
検
討

を
続
け
る
。

●
病
院
事
業

問
　
未
徴
収
診
療
費
に
つ
き
、
今
後
の
債

権
管
理
の
方
針
は
。

答　
極
力
未
収
金
に
さ
せ
な
い
状
況
を
作

り
、
債
務
者
と
の
接
触
に
努
め
る
。
個
々

の
未
収
金
に
つ
い
て
は
消
滅
時
効
等
も
一

目
で
わ
か
る
よ
う
管
理
す
る
。

問
　
患
者
様
に
対
す
る
医
療
科
職
員
の
接

遇
に
つ
き
改
善
を
求
め
て
き
た
が
、
依
然

同
じ
職
員
に
つ
い
て
の
苦
情
を
受
け
る
が
。

答　
総
師
長
、師
長
か
ら
本
人
に
対
し
て
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
苦
情
等
が
現
在
も
あ
る

と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
十
分
捉
え
た
い
。

●
財
政
健
全
化

問
　
財
政
健
全
化
に
関
す
る
総
体
的
方
針

は
。

答　
基
金
の
積
み
増
し
が
難
し
い
現
状
が

あ
り
、
将
来
に
向
け
た
収
支
見
込
の
改
善

に
注
力
す
る
。

問
　
行
財
政
改
革
推
進
計
画
は
。

答　
今
後
町
民
の
ご
意
見
を
元
に
考
え
方

を
取
り
ま
と
め
た
い
。

●
活
性
化
事
業

問
　
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
招
致
に
つ
き
応
募
し
て
は
。

答　
経
済
的
な
波
及
効
果
を
考
え
、
地
域

活
性
化
の
一
環
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
。

問
　
金
婚
式
や
長
寿
を
祝
う
祝
典
は
。

答　
参
加
者
減
に
よ
り
現
在
中
止
に
し
て

い
る
。

問
　
農
業
従
事
に
よ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
募
集
に
つ
き
、
考
え
は
。

答　
本
町
の
優
良
事
例
を
波
及
さ
せ
、
担

い
手
や
後
継
者
不
足
に
悩
む
農
業
経
営
者

に
有
用
性
を
説
明
し
て
い
き
た
い
。

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

ここが聞きたい　　　Q&A
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●
町
長
の
政
治
姿
勢

問　
公
約
実
現
と
町
政
運
営
の
検
証
は
。

答　
コ
ロ
ナ
対
策
（
各
種
事
業
支
援
や
町

立
病
院
へ
の
患
者
受
け
入
れ
）
・
地
域
商

社
の
設
立
（
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委
託
）

・
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
で
の
雇
用
創

出
の
増
・
御
池
の
環
境
整
備
や
皇
子
原
公

園
の
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
践
活
用
等
の
成
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
町
民
の

ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
公
約
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
。

●
高
原
病
院

問　
経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み
検
証
は
。

答　
高
原
町
立
病
院
元
気
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
協
議
会
を
設
置
し
取
り
組
ん
で
き
た
。

問　
来
年
４
月
を
目
途
に
全
床
休
床
の
検

討
理
由
は
。

答　
常
勤
医
師
が
１
名
と
な
り
、
医
師
へ

の
負
担
や
対
応
が
困
難
と
思
わ
れ
る
。

問　
病
院
収
益
は
頭
打
ち
と
思
わ
れ
る
が
、

将
来
へ
の
展
望
は
。

答　
現
時
点
で
は
細
か
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
適
正
な
職
員
数
を
お
考
え
か
。

答　
職
員
の
相
談
を
受
け
て
対
応
し
て
い

く
。

●
高
原
町
小
・
中
学
校
統
廃
合

問　
学
校
建
設
の
計
画
変
更
可
能
性
は
。

答　
財
政
収
支
の
見
通
し
を
確
実
に
す
る

必
要
が
あ
り
、
町
財
政
運
営
全
体
を
考
え

る
と
基
金
の
運
用
等
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
町
民
へ
の
説
明
を
通
し
て
進
め
て

い
く
。

問　
令
和
８
年
４
月
か
ら
高
原
小
・
中
学

校
の
統
合
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答　
高
原
町
学
校
規
模
適
正
化
基
本
方
針

を
柱
と
し
て
検
討
し
、
町
民
へ
の
説
明
を

行
い
進
め
て
い
く
。

●
町
立
病
院
問
題

問　
病
院
の
慢
性
的
赤
字
は
医
師
不
足
に

よ
る
も
の
か
。

答　
医
師
不
足
及
び
地
域
人
口
の
減
少
、

診
療
報
酬
改
定
等
に
よ
る
医
業
収
益
の
減

少
に
よ
る
も
の
。

問　
医
師
不
足
解
消
後
、
入
院
病
床
再
開

と
な
っ
た
場
合
、
採
算
が
と
れ
る
見
込
み

は
。

答　
劇
的
に
赤
字
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は

現
実
的
に
厳
し
い
と
考
え
る
。

問　
今
後
財
政
悪
化
の
進
行
に
よ
り
財
政

健
全
化
団
体
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

他
に
改
善
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答　
病
院
及
び
一
般
会
計
も
健
全
化
を
図

っ
て
い
く
。

問　
慢
性
的
赤
字
に
対
し
て
改
善
対
策
は

十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

答　
努
力
は
し
て
き
た
が
、
今
の
現
状
に

至
っ
て
い
る
。

問　
病
院
を
民
間
移
譲
し
た
ら
ど
う
か
、

今
こ
そ
決
断
の
時

今
こ
そ
決
断
の
時

町
民
の
声
を
反
映
し
た
町
政
運
営
を

町
民
の
声
を
反
映
し
た
町
政
運
営
を

そ
れ
が
叶
わ
ぬ
場
合
、
閉
院
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
い
う
意
見
も

町
民
か
ら
挙
が
っ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

答　
民
間
移
譲
と
い
う
考
え
も
検
討
課
題

の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
が
、
町
と
し

て
は
全
床
休
床
の
方
向
で
対
応
し
て
い
く
。

●
小
・
中
学
校
の
統
廃
合

問　
統
廃
合
の
前
後
に
お
け
る
経
費
の
変

化
は
。

答　
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
６
千
万
円
程

の
財
源
が
生
ま
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、

地
域
の
振
興
策
、
跡
地
の
維
持
管
理
に
係

る
経
費
も
新
た
に
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

ここが聞きたい　　　Q&A
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●
小
中
学
校
の
統
廃
合

問　
統
廃
合
の
時
期
に
つ
い
て
令
和
８
年

度
実
施
で
い
い
か
。

答　
教
育
委
員
会
が
示
し
て
い
る
基
本
方

針
通
り
に
す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
る
、

そ
の
上
で
意
見
質
問
を
受
け
る
機
会
は
必

要
と
思
っ
て
い
る
。

問　
町
長
自
身
の
考
え
は
無
い
と
い
う
こ

と
か
。

答　
町
長
の
考
え
を
教
育
委
員
会
に
検
討

依
頼
し
て
学
校
規
模
適
正
化
基
本
方
針
を

決
定
し
て
い
る
。

問　
高
原
中
学
校
の
既
存
校
舎
を
小
中
学

校
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
高
原
中
学
校
の
校
舎
だ
け
で
は
全

児
童
生
徒
数
を
入
れ
る
の
が
無
理
。

●
農
畜
産
業
の
現
状

問　
町
内
の
耕
作
放
棄
地
は
。

答　
使
用
可
能
67
・
２
㌶
。

　
　
使
用
不
可
25
・
６
㌶
で
あ
る
。

問　
後
継
者
支
援
事
業
の
提
案
を
国
、
県

に
で
き
な
い
か
。

答　
令
和
３
年
度
に
経
営
継
承
発
展
支
援

事
業
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
高
原
町
の
現

状
を
国
、
県
に
要
望
を
か
け
て
後
継
者
に

対
す
る
支
援
を
お
願
い
し
て
い
く
。

化
に
努
め
る
。　

問　
一
貫
教
育
学
校
開
校
の
延
期
は
し
て

は
な
ら
な
い
。

答　
「
高
原
町
学
校
規
模
適
正
化
基
本
方

針
」
を
柱
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
増
築
し
て
施
設
一
体
型
の
一
貫
教
育

の
考
え
は
。

答　
令
和
７
年
度
完
成
の
目
途
は
立
た
な

い
。
住
民
説
明
会
で
意
見
を
聞
き
、
学
校

施
設
整
備
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

●
防
災
無
線

問　
戸
別
受
信
機
は
本
当
に
必
要
と
す
る

人
に
。

答　
現
機
種
は
更
新
時
期
が
近
く
、
新
機

種
と
な
っ
た
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
。

●
町
道
整
備

問　
舗
装
の
傷
み
や
、
水
路
・
側
溝
周
り

の
段
差
は
高
齢
者
に
は
危
険
。

答　
異
常
箇
所
の
連
絡
文
書
を
配
布
、
今

後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

●
ふ
れ
あ
い
収
集

問　
申
請
の
代
理
人
と
は
。

答　
信
頼
の
置
け
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も

可
能
。

問　
周
知
の
方
法
を
再
考
す
べ
き
。

答　
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
願
い
す
る
。

問　
足
が
不
自
由
な
ど
ゴ
ミ
集
積
所
ま
で

行
け
な
い
人
も
い
る
。

答　
申
請
を
す
れ
ば
審
査
対
象
と
な
る
。

●
若
手
消
防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得
費

用
補
助

問　
４
年
前
に
予
算
が
で
き
て
か
ら
本
年

ま
で
の
申
請
者
数
は
。

答　
１
名
い
た
が
諸
事
情
に
よ
り
辞
退
し

た
た
め
０
人
。

問　
町
民
の
命
に
か
か
わ
る
事
な
の
で
、

免
許
取
得
を
お
願
い
で
き
な
い
か
。

答　
お
願
い
は
で
き
る
が
強
制
は
で
き
な

い
の
で
引
き
続
き
周
知
し
て
い
く
。

小
中
学
校
統
廃
合
時
期
の
早
期
決
断
を

小
中
学
校
統
廃
合
時
期
の
早
期
決
断
を

●
町
立
病
院

問　
何
故
、
全
床
休
床
か
。

答　
医
師
の
負
担
軽
減
と
不
測
の
事
態
時

の
安
全
確
保
の
た
め
。

問　
院
長
の
考
え
は
。

答　
考
え
は
伝
わ
っ
て
い
る
。

問　
途
中
で
判
断
を
誤
っ
た
の
で
は
。

答　
や
む
を
得
な
い
対
応
だ
っ
た
。

問　
あ
く
ま
で
も
病
院
に
こ
だ
わ
る
の
か
。

答　
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

問　
今
決
断
す
べ
き
、
町
民
は
不
安
に
な

る
。

答　
説
明
を
し
理
解
し
て
頂
く
。

問　
職
員
の
処
遇
は
。

答　
意
向
調
査
を
し
て
お
り
、
退
職
勧
奨

に
つ
い
て
は
病
院
を
含
め
全
職
員
に
募
集

を
し
て
い
る
。

問　
民
間
移
譲
の
考
え
は
。

答　
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

●
学
校
建
設

問　
建
設
は
困
難
。
何
故
今
か
？
町
民
は

納
得
し
な
い
。

答　
指
摘
の
と
お
り
だ
、
町
財
政
の
健
全

今
ま
で
の
議
論
は
何
だ
っ
た
の
？

今
ま
で
の
議
論
は
何
だ
っ
た
の
？

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

前原　淳一議員
まえはら    じゅんいち

ここが聞きたい　　　Q&A

議会だより　たちばな １２

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）



7１３　議会だより　たちばな　

編
集
後
記

　

令
和
５
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙

に
て
、
高
原
町
議
会
で
も
選
挙
戦
と
な
り
、
10
名

の
議
員
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
３
名
の
女
性
議
員
の
誕
生
は
、
今
後
の

高
原
町
に
と
っ
て
よ
り
良
い
方
向
に
向
か
う
前
兆

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
職
５
名
、
新
人
５
名
の
新
し
い
議
会

体
制
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

も
一
新
さ
れ
、
パ
ワ
フ
ル
な
女
性
議
員
３
名
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
と
編
集
作
業
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
分
か
り
易
さ
や
見
易
さ
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

工
夫
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

議会だより編集委員会委員長　福澤　卓志

委委 会会員員 等の構成等の構成

新

高原町議会高原町議会

文教厚生常任委員会

委員長

副委員長

郡　山　貞　利

陣　　　圭　介

山　下　香　織

委　員

温　水　宜　昭委　員

西　嶋　陽　代

委　員

福　澤　卓　志

総務経済常任委員会

委員長

副委員長

前　原　淳　一

委　員

末　永　　　充

委　員

外　村　　   仁

岩　元　礼　子

委　員

議会運営委員会

委員長

副委員長

末　永　　　充

陣　　　圭　介

郡　山　貞　利

委　員

山　下　香　織委　員

外　村　　   仁

委　員

議会だより編集委員会

副委員長

福　澤　卓　志

西　嶋　陽　代

山　下　香　織

岩　元　礼　子

一般会計予算・決算常任委員会

委員長

副委員長

委　員

陣　　　圭　介

外　村　　   仁

全 議 員 で 構 成

西諸広域行政事務組合議員

委　員

委　員

岩　元　礼　子

末　永　　　充

監査委員 福　澤　卓　志

高原町監査委員

監査委員 温　水　宜　昭

外　村　　   仁

高原町都市計画審議会

委　員

委　員

委　員

岩　元　礼　子

委　員

福　澤　卓　志

末　永　　　充

○担当している部署は、総務課・総合政策課
　・産業創生課・農政林務課・農畜産振興課
　・農業委員会・建設水道課・税務会計課等
　でこれらの部署に関連する議事案件の審査
　や所管する事務の調査を行います。

○担当している部署は、町民課・福祉課・健
　康課・教育総務課・病院等でこれらの部署
　に関連する議事案件の審査や所管する事務
　の調査を行います。

【５月臨時会】
　　５月１日の臨時会にて、議長、副議長の選挙や各委員の選任があり、委員会等の
　構成が行われました。

委員長

委　員

委　員
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議会だより　たちばな １４

〒889-4492  宮崎県西諸県郡高原町大字西麓899番地  高原町役場
                         Tel：0984-42-5138

【問い合わせ先】　高原町議会事務局

令和５年度６月定例会で、１０人全員が一般質問を行いました。
～町民の負託に答える議員が高原町にいます～
高原町議会定例会でお待ちしております！！ 

傍聴のご案内

　一般質問の様子や議会定例会の様子は、議場で傍聴いただくか、YouTube（ユーチューブ）
配信にてご覧いただけます。
※一般質問とは、町民の代弁者であり、負託に答える議員が定例会の場で、町長や役場職員
（執行部）に対し、町の現状や施策、各種事業への取り組みや政策提言、行政の課題などに
対して、報告や説明を求めたりすることです。
　高原町議会では、本会議中継（ライブ）をYouTubeで配信しています。スマートフォンや
タブレット端末等でご覧いただけます。これまで配信された定例会の内容は、そのままアー
カイブにて配信中でございますのでいつでもご覧いただけます。ただし、加工を一切加えて
いない状態です。ご自身で確認したい場面については時間調整をお願いいたします。
　なお、公式記録の動画ではございませんので、取り扱いについてはご注意ください。

高原議会

検索

※YouTube QRコード☞　　　　  もしくは
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